
第21回 一緒にかく古代文字展

ふくやま書道美術館 2026

8月1日(土)　8月16日(日)

ハガキ又はメールで､ 次の①～④を明記のうえお申し込みください。

① 代表者 (保護者) の名前

② 参加する人の名前 (中学生以下は名前と年齢)

③ 代表者の郵便番号、住所、電話番号

④ 第1希望日と第2希望日

ハガキ宛先→ 〒720-0067 広島県福山市西町二丁目4番3号

　　　　　　 ふくやま書道美術館「ワークショップ募集」係

メール宛先→ syodo@ci ty . fukuyama.h i rosh ima. jp

申込方法

１人2,000円 (材料費＋軸装費含む)参加費

各日12グループ
※申し込み多数の場合は抽選。

定   員

家族や友達など､
２人以上で参加できる方  

対   象

ふくやま美術館 ２階多目的室場  所

6月27日(土), 28日(日), 7月4日(土), 5日(日)

各日13：00から

日   時

申込〆切 ６月21日(日) 必着

〒720-0067 広島県福山市西町二丁目４番３号　

TEL：084-925-9222　FAX：084-925-9223

      syodo@city.fukuyama.hiroshima.jp

９：30 ～17：00
※8/1(土),8(土),15(土),22(土)は
19:00まで開館。

開館時間

月曜日 休館日

１. 古代文字 ( 象形文字 ) をヒントに、画仙紙に筆で文 字をかきます。

納得の作品ができるまで何枚もかきましょう。

２. 自分の印 (消しゴムはんこ) を彫りましょう。

３. お気に入りの作品に印を押して完成！１人１点、作品を提出します。

※提出した作品は ｢一緒にかく古代文字展｣ 終了後に返却します。

どんなワークショップ？

当展覧会では，下記の  ワークショップ  で制作

された毛筆作品を展示します。古代文字（漢字

の最も古い形）からヒントを得て自由にかかれ

た作品は，活き活きと表情豊かで個性にあふれ

ています。ご家族や友人・知人などお誘い合わ

せのうえご来館ください。

学校の先生 

-中国書画にみる教育者の姿

夏の所蔵品展Ⅱ

7月3日(金)    8月23日(日)

清代後半に活躍した斉白石や凌文

淵、朱屺瞻らは書画篆刻などの分

野において、自らの研究を深める

とともに、後世に向けての指導に

も力を尽くしました。作家である

とともに教育者としても生涯をか

けた人たちの作品を紹介します。

月曜日
※7/20 (月･祝)は開館,  7 /21 (火)は休館。

９：30 ～17：00
※8/1(土),8(土),15(土),22(土)は19:00まで開館。

一般150円，高校生以下無料

開館時間

観 覧 料

休 館 日

月曜日 ※9/21(月･祝)10/12(月･祝)は開館, 

   9/24(木)、10/13（火）は休館。

９：30 ～17：00

一般150円，高校生以下無料

開館時間

観 覧 料

休 館 日

茶掛けの書

秋の所蔵品展Ⅰ

8月28日(金)   10月18日(日)

茶席の床の装飾として掛けられる軸「茶掛け」

は、一期一会のその場所で亭主の思いを代弁す

る第一の道具とされてきました。本展では、鎌

倉から江戸時代までの墨蹟や消息・古筆切など、

茶席の掛け物として人々の間で珍重され喜ばれ

た書を中心に紹介します。
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ワークショップ
参加者募集！

できあがった作品は

掛軸にして展示します♪

夏休みの宿題や自由研究に

いかがですか？

休みイベントガイド夏

家族や友達など､
２人以上で参加できる方


